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一
序

（
１
）
 

池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
に
つ
い
て
、
傘
者
は
、
前
稿
で
、
氏
の
著
誰
曰
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五

年
）
を
主
な
対
象
と
し
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
一
応
の
結
論
は
、
氏
の
理
論
は
、
独
占
的
資
本
蓄
積
の
特
質
と
そ
の
矛
盾
の

把
握
と
い
う
点
で
不
十
分
さ
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
旧
家
独
占
資
本
主
義
（
以
下
文
中
で
は
国
独
資
と
略
記
す
る
）
の
本
質
が

も
っ
ぱ
ら
戦
争
体
制
（
戦
時
統
制
経
済
）
に
あ
る
か
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
、
平
時
経
済
に
お
け
る
国
独
資
の
諸
機
能
の
体
系
的
・
法
則

的
理
解
が
附
難
で
あ
る
と
い
う
邪
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
氏
の
Ⅲ
論
は
そ
の
後
の
論
杭
で
さ
ら
に
展
附
さ
れ
蚊
術
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
展
州
さ
れ
た
氏
の
議
論
の

介
意
を
さ
ぐ
り
、
問
題
点
を
川
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
池
上
氏
の
論
稲
は
多
数
に
上
る
が
、
以
下
で
は
、
氏
の
議
論
を
股
も
体
系

的
に
示
す
論
文
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
（
勘
恭
彦
、
仙
編
『
新
マ
ル
ク
ス
経
済
学
識
座
３
』
右
斐
閣
、
一
九
七
二
年
所
収
）
を
主
な

手
が
か
り
に
し
て
氏
の
議
論
を
紹
介
し
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
氏
の
上
記
論
文
の
Ｖ
、
Ⅵ
節
、
で
展
開
さ
れ
て
い
る
国
独

盗
の
国
際
的
展
開
お
よ
び
国
独
資
の
滅
亡
法
則
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
な
わ
な
い
。
ま
た
、
Ⅲ
節
の
う
ち
、
国
独
資
の
変
並
の
主
体
的

池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
一
検
討

｜ 
承

前
１

屋
嘉
宗
彦
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４
 

５
計
を
行
な
う
。

２
国
独
資
の
特
徴

国
独
資
は
、
「
戦
争
と
大
恐
慌
と
い
う
資
本
主
義
体
制
の
危
機
」
に
対
し
て
、
独
占
資
本
主
義
が
「
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
い
う

質
を
維
持
し
た
ま
ま
で
」
（
六
四
ペ
ー
ジ
）
対
処
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
独
占
的
高
利
潤
を

獲
得
し
つ
づ
け
、
ま
た
、
政
治
的
に
も
動
揺
を
く
い
と
め
」
（
同
上
）
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
政
治
の
力
を

経
済
的
利
益
追
及
の
手
段
に
転
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
…
…
換
言
す
れ
ば
、
『
経
済
の
政
治
化
』
を
お
し
す
す
め
」
（
六
五
ペ
ー
ジ
）
ざ
る

、
、

を
得
な
い
。
こ
の
「
経
済
の
政
治
化
」
（
こ
の
内
容
が
、
国
独
資
の
機
能
に
つ
い
て
の
池
上
氏
の
所
説
と
な
っ
て
い
る
）
は
次
の
よ
う
な

１
国
家
独
占
資
本
主
義
の
発
展
過
程

前
柿
で
み
た
よ
う
に
、
池
上
氏
は
国
独
盗
の
本
来
的
な
姿
を
戦
時
経
済
に
見
出
さ
れ
て
い
た
。
論
文
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
で

は
、
氏
は
国
独
資
の
発
展
過
瀝
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
こ
れ
を
三
期
に
分
け
、
「
仙
第
一
次
大
戦
中
の
戦
時
統
制
経
済
の
時
期
、
②
一
九

一
一
九
年
恐
慌
を
頂
点
と
す
る
戦
時
統
制
経
済
の
管
理
手
段
を
不
況
対
策
に
転
用
す
る
時
期
、
③
一
九
三
九
年
か
ら
…
…
今
日
に
い
た
る

ま
で
、
直
接
的
な
戦
時
統
制
の
体
制
と
平
時
経
済
へ
の
戦
時
統
制
手
段
の
転
用
の
体
制
と
が
結
合
し
、
併
用
さ
れ
て
い
る
時
期
」
（
六

一
一
一
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
時
期
の
う
ち
節
一
一
の
時
期
だ
け
は
直
接
的
な
戦
時
統
制
経
済
を
欠
い
て
い
る
。
池
上
氏
は
こ
の

時
期
の
不
況
克
服
策
の
失
敗
の
原
因
を
こ
の
点
に
も
と
め
、
「
戦
時
経
済
の
櫛
班
技
術
の
平
時
経
済
へ
の
応
川
で
は
な
く
、
戦
時
統
制

経
済
の
復
活
と
、
兵
器
の
海
外
市
場
の
開
発
こ
そ
が
、
景
気
の
其
の
回
復
を
も
た
ら
し
た
」
（
同
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
る
。
節
三
の
時
期

に
お
い
て
は
二
つ
の
体
制
が
結
合
し
併
用
さ
れ
て
い
る
。

条
件
に
か
か
わ
る
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
歴
史
的
地
位
」
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
な
わ
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検

（
１
）
拙
稿
「
池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
一
検
討
」
ロ
橋
論
畿
、
八
○
巻
四
号
）

（
２
）
以
下
、
木
論
文
か
ら
の
引
用
は
文
中
で
カ
ッ
コ
内
に
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
記
す
。

二
池
上
氏
の
所
説
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5５ 

ま
ず
、
①
「
国
家
に
よ
る
独
占
体
へ
の
利
潤
保
障
機
構
を
媒
介
と
し
て
経
済
と
政
治
が
結
び
つ
き
」
（
同
ペ
ー
ジ
）
、
「
財
政
と
政
府

関
係
金
融
機
関
に
対
す
る
独
占
体
の
『
寄
生
化
』
」
（
六
六
ペ
ー
ジ
）
が
生
ず
る
。
独
占
体
へ
の
特
別
減
免
税
拙
置
や
補
助
金
支
出
、
融

資
、
産
業
埜
樅
整
備
、
物
資
や
兵
器
の
発
注
な
ど
を
通
じ
て
の
利
潤
保
障
が
そ
の
内
容
を
な
す
。
次
に
、
②
右
の
よ
う
な
国
家
に
よ
る

利
潤
保
障
は
、
独
占
体
の
内
部
に
蓄
祇
資
金
を
累
積
さ
せ
「
独
打
体
の
技
術
導
入
と
設
備
投
資
を
促
進
し
、
集
秋
・
集
中
を
す
す
め
、

五
化
学
工
業
化
と
廠
業
諸
祁
Ⅲ
川
の
不
均
等
発
展
を
…
…
促
進
」
（
六
七
ペ
ー
ジ
）
す
る
。
そ
の
際
、
政
府
は
、
産
業
附
発
の
た
め
の

孜
川
、
と
く
に
技
術
魏
新
の
た
め
の
「
研
究
開
発
費
」
と
「
地
域
側
発
費
」
を
支
出
し
て
こ
れ
を
た
す
け
る
。
と
り
わ
け
耶
事
目
的
と

結
び
つ
い
た
技
術
革
新
が
菰
祝
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
即
事
生
旅
部
川
を
小
心
と
し
た
産
業
榊
造
の
急
激
な
変
化
が
生
ず
る
。
③
産
業

柵
造
の
変
化
は
労
働
力
の
細
成
に
お
け
る
「
問
い
流
動
性
」
を
要
求
す
る
。
そ
こ
で
、
「
労
働
力
の
流
動
化
を
お
し
す
す
め
る
国
独
資

的
な
労
働
力
舗
孤
体
制
が
碓
立
さ
れ
て
く
る
」
（
六
七
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
労
働
力
管
理
の
手
段
と
し
て
飛
要
な
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

政
莱
と
行
財
政
合
孤
化
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
形
で
「
経
済
の
政
治
化
」
が
進
展
す
る
こ
と
が
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
現
代
的
將
徴
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
①
、

②
、
③
の
特
徴
の
う
ち
①
独
占
体
の
国
家
へ
の
寄
生
化
、
②
設
伽
投
盗
と
洲
発
投
盗
の
促
進
に
よ
る
瀧
業
諸
部
Ⅲ
間
の
不
均
等
発
展
の

激
化
、
は
Ⅲ
政
、
金
融
の
体
制
を
危
機
に
お
と
し
入
れ
る
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
国
家
独
占
溢
水
主
義
は
結
局
は
第

三
の
要
因
、
す
な
わ
ち
、
労
働
力
管
孤
体
制
の
強
化
に
よ
っ
て
の
み
危
機
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
六
八
ペ
ー
ジ
）
。
国
独
盗
的

利
潤
保
障
の
体
系
は
「
国
家
の
行
川
政
の
危
機
を
媒
介
と
し
て
、
国
家
の
行
財
政
機
柵
の
合
剛
化
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
と
す

る
独
占
的
商
利
潤
の
硴
保
と
労
伽
刀
符
班
体
制
に
発
展
せ
ざ
る
を
え
な
」
（
七
三
ペ
ー
ジ
）
い
の
で
あ
り
、
「
労
働
力
笹
川
問
趣
は
あ
る

意
味
で
は
国
家
独
占
資
本
主
義
の
根
幹
を
な
す
」
（
八
五
ペ
ー
ジ
）
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
③
の
要
因
に
つ
い
て
、
以
下
に

す
こ
し
く
わ
し
く
紹
介
し
て
お
こ
う
。

①
独
占
体
の
国
家
へ
の
寄
生
化
、
は
財
政
を
膨
張
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
②
「
寄
生
化
」
が
ひ
き
起
す
産
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
、
も

都
市
問
題
、
過
疎
・
過
密
問
題
、
失
業
等
を
発
生
ざ
せ
財
政
需
要
を
増
大
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
税
収
を
端
や
す
に
は
、
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
名
目
所
得
の
つ
り
上
げ
で
増
収
を
は
か
る
し
か
な
い
。
こ
う
し
て
財
政
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ

順
序
で
展
開
す
る
。
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5６ 

労
働
力
管
孤
に
関
し
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
並
ん
で
菰
要
な
の
は
行
財
政
合
皿
化
で
あ
る
。
財
政
危
機
は
一
方
で
は
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
対
応
を
ひ
き
起
す
が
、
同
時
に
他
力
で
は
行
財
政
の
合
剛
化
を
も
要
請
す
る
。
行
財
政
合
理
化
は
、
国
家
の
行
財
政

へ
の
私
企
業
原
則
の
導
入
と
い
う
形
で
推
進
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
支
出
を
単
な
る
支
出
と
し
て
で
は
な
く
、
「
投
資
」
と
し
て
と

ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
産
業
政
策
に
適
川
さ
れ
る
と
、
「
採
算
性
の
あ
る
、
資
金
の
回
収
可
能
な
部
川
や
経
営
に
た
い
し

て
財
政
投
融
資
な
ど
の
形
で
集
中
的
に
資
金
を
投
入
し
、
採
算
の
と
れ
そ
う
も
な
い
部
門
や
経
営
に
た
い
し
て
は
『
転
換
資
金
』
な
ど

を
文
出
す
る
か
貸
し
付
け
る
か
し
て
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
』
を
促
進
す
る
」
（
七
一
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
「
榊
造
政
策
」
と
な
っ
て
現
わ
れ

て
く
る
。
柵
造
政
策
は
砿
業
Ⅳ
編
成
を
ひ
き
起
し
、
こ
の
産
業
抑
編
成
は
新
し
い
労
働
力
の
供
給
源
泉
を
つ
く
り
だ
す
。

行
財
政
の
谷
川
化
は
、
財
政
文
川
に
お
け
る
「
経
孜
の
節
約
」
を
媒
介
と
し
て
、
私
的
独
占
に
も
合
孤
化
を
要
請
す
る
。
こ
の
独
占

企
業
の
合
皿
化
は
研
究
附
発
体
制
の
充
実
を
必
要
と
す
る
。
私
的
独
占
は
川
究
州
発
批
の
負
担
を
政
府
に
要
求
し
、
こ
こ
に
、
耶
耶
技

術
を
中
心
に
し
た
研
究
州
発
体
制
と
し
て
、
産
・
叩
・
学
の
結
合
体
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
醗
業
柵
造
の
変
化
と
、
技
術

の
発
展
は
こ
れ
に
照
応
す
る
人
的
能
力
の
開
発
を
必
要
と
し
、
教
育
に
よ
る
労
働
力
管
理
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
労
働
力
管
理

体
制
の
雨
婆
な
柱
と
し
て
国
独
資
的
な
教
育
政
策
が
発
展
す
る
が
、
こ
れ
は
教
育
機
関
の
種
別
化
を
通
じ
て
「
労
働
者
の
生
存
競
争
の

激
化
を
よ
り
一
Ｍ
大
規
模
に
組
織
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
力
の
管
理
を
よ
り
有
効
に
推
進
」
（
七
三
ペ
ー
ジ
）
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

ヨ
ン
政
策
が
と
ら
れ
る
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
二
面
的
な
効
果
を
も
つ
。
一
方
で
は
、
も
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
マ
イ
ル
ド
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
投
資
活
動
を
促
進
し
独
占
利
潤
を
保
障
す
る
も
の
と
な
る
。
他
方
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
質
賃
金
や
所
得

の
切
り
下
げ
、
貯
蓄
の
目
減
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
貧
附
化
と
将
来
の
生
活
の
不
安
定
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
、
労
働
力
は

有
利
な
職
場
を
も
と
め
て
流
動
的
に
移
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
臓
場
を
も
と
め
る
生
存
競
争
が
激
化
す
る
。
「
企
業
や
国
家
は
労
働
力

の
採
川
符
皿
を
通
し
て
容
易
に
労
働
力
を
街
理
し
う
る
」
（
六
八
ペ
ー
ジ
）
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
財
政
危
機
を
克
服
す
る
た
め

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
簸
が
、
ふ
た
た
び
利
潤
保
障
を
可
能
に
し
、
同
時
に
「
労
働
力
管
理
の
手
段
に
岻
換
」
（
七
一
ペ
ー
ジ
）
す

る
。
池
上
氏
は
、
こ
の
点
に
「
ケ
イ
ン
ズ
が
提
唱
し
た
フ
ィ
ス
カ
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
菰
要
な
内
容
の
一
つ
」
（
七
○
ペ
ー
ジ
）
が
あ
る

ろ
。
池
上
に

と
さ
れ
る
。
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5７ 

３
国
独
資
の
本
質

池
上
氏
は
、
独
占
資
本
主
義
一
般
と
区
別
さ
れ
る
国
独
資
の
特
質
と
し
て
、
「
国
家
の
行
財
政
機
構
と
独
占
体
の
経
営
機
構
の
癒
着
」

（
七
三
ペ
ー
ジ
）
を
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
政
府
と
財
界
の
人
的
結
合
、
人
的
交
流
か
ら
一
歩
す
す
ん
で
、
「
国
家
の
機
構
と
独
占
体
の

機
構
そ
の
も
の
が
直
接
に
融
合
し
あ
う
」
（
同
上
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
池
上
氏
は
こ
の
「
国
家
と
癒
着
し
た
独
占
」
（
七
四
ペ
ー

ジ
）
を
「
国
家
的
独
占
」
と
い
う
概
念
で
把
握
さ
れ
、
「
Ｍ
芽
形
態
に
あ
る
国
家
的
独
占
が
戦
争
と
大
恐
慌
と
い
う
一
般
的
環
境
の
も

と
で
不
断
に
成
長
・
発
展
し
、
独
占
登
水
主
義
の
主
要
な
側
而
と
な
る
に
い
た
っ
た
場
合
に
こ
れ
を
国
家
独
占
盗
本
主
義
と
定
義
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
」
（
同
上
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
独
資
の
木
質
を
老
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
家
的
独
占
の
本
質
と
そ

の
成
長
の
動
因
を
考
え
る
こ
と
と
束
な
っ
て
く
る
。

国
家
的
独
占
は
、
「
危
機
に
面
面
し
、
破
庵
に
瀕
し
た
独
占
体
の
『
対
応
』
の
一
形
態
」
（
七
六
ペ
ー
ジ
）
で
、
国
家
の
行
財
政
組
織

と
の
癒
着
を
通
じ
て
独
占
的
高
利
潤
を
引
き
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
癒
着
は
、
「
独
占
体
の
営
業
の
自
由
権
を
一
つ
の
排

他
的
な
特
権
と
し
て
国
家
が
『
合
法
化
』
す
る
」
（
同
上
）
と
い
う
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
が
独
占
体
の
営
業

の
自
由
権
を
合
法
化
す
る
範
凹
が
拡
大
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
多
様
な
形
態
で
国
家
的
独
占
が
発
展
す
る
。
た
と
え
ば
、
営
業
認
可

権
の
国
家
的
独
占
、
生
産
手
段
に
対
す
る
所
有
権
の
国
家
的
独
占
、
特
定
商
品
販
売
の
権
利
の
国
家
的
独
占
、
賃
金
決
定
の
権
利
の
国

家
的
独
占
、
徴
業
活
動
の
統
合
と
協
定
の
権
利
の
国
家
的
独
占
（
強
制
カ
ル
テ
ル
）
等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
金
準
備
の
国
家
的

独
占
と
紙
券
発
行
の
椛
利
の
国
家
的
独
占
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
可
能
と
し
、
こ
れ
は
物
価
統
制
政
策
と
相
俟
っ
て
国
家
的
独

占
価
格
を
生
ぜ
し
め
る
。
さ
ら
に
、
和
税
一
般
も
、
独
占
体
の
営
業
の
自
川
を
確
立
す
る
た
め
に
市
民
の
営
業
の
自
由
を
制
限
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
独
占
体
の
排
他
的
な
営
業
の
自
由
の
法
的
確
認
す
な
わ
ち
国
家
的
独
占
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

全
般
的
危
機
の
下
で
の
経
済
危
機
は
、
独
占
体
の
破
産
救
済
の
拙
置
と
し
て
の
国
家
的
独
占
を
膨
張
さ
せ
る
。
ま
た
、
政
治
的
危
機

は
行
財
政
機
織
の
拡
大
・
強
化
を
も
た
ら
し
、
国
家
的
独
占
の
急
激
な
成
長
の
前
提
を
準
備
す
る
。
こ
う
し
て
、
全
般
的
危
機
の
進
行

イ
ン
フ
レ
１
シ
ョ
ン
お
よ
び
行
財
政
合
理
化
を
通
し
て
の
国
家
の
私
的
独
占
体
へ
の
利
潤
保
障
を
根
底
に
お
い
て
支
え
る
も
の
は
労

働
力
管
理
体
制
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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と
と
も
に
国
家
的
独
占
が
成
長
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
の
な
か
に
浸
透
し
て
く
る
」
（
七
七
ペ
ー
ジ
）
。

５
 

８
 

次
に
、
連
鎖
の
節
こ
の
環
は
、
こ
れ
ら
の
国
家
的
独
占
は
国
家
に
管
理
さ
れ
る
私
的
独
占
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
自
身
．
筒
の
私

的
独
占
体
と
し
て
、
独
占
グ
ル
ー
プ
間
の
競
争
の
手
段
と
な
り
、
金
融
寡
蚊
川
又
配
の
内
部
闘
争
の
双
要
な
環
を
形
成
」
（
八
三
ペ
ー

ジ
）
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
国
有
企
業
な
ど
の
場
合
で
も
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
私
的
独
占
体
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
は
競
争
の
手
段
（
武
器
）
と
し
て
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
国
有
企
業
と
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ア
ウ

ト
・
サ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
は
営
業
の
、
由
の
侵
害
・
脅
威
を
意
味
す
る
も
の
と
な
る
。

国
有
企
業
に
か
ぎ
ら
ず
、
独
占
体
の
営
業
の
月
川
の
法
認
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
独
占
は
金
融
寡
頭
制
内
部
の
競
争
手
段
と
な

る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
独
占
的
競
争
の
激
化
を
も
た
ら
し
、
動
採
を
激
化
さ
せ
る
。

連
鎖
の
第
三
の
環
は
、
右
の
、
独
占
的
競
争
の
激
化
か
ら
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
独
占
的
競
争
の
し
わ
寄
せ
は
、
「
企
業
内
外
に

お
け
る
労
働
力
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る
剰
余
価
値
生
産
の
条
件
の
蕊
価
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
」
（
八
四
ペ
ー
ジ
）
ず
、
そ
の

意
味
で
「
国
家
独
占
資
本
主
義
時
代
の
独
占
的
高
利
潤
と
体
制
の
維
持
の
究
極
の
問
題
は
…
…
労
働
力
管
理
問
題
、
す
な
わ
ち
労
働
条

件
決
定
の
権
利
の
国
家
的
独
占
と
、
労
働
者
の
生
活
管
理
の
権
利
の
国
家
的
独
占
の
問
題
に
帰
着
す
る
」
（
同
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
労
働
力

管
理
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
そ
の
前
提
と
し
て
の
衙
剛
通
貨
制
が
あ
る
（
同
ペ
ー
ジ
）
。
管
理
通
貨
制
と

４
国
家
的
独
占
の
迎
鎖
と
総
体

国
家
的
独
占
は
一
定
の
関
迎
の
も
と
に
お
か
れ
、
総
体
と
し
て
、
国
独
資
の
三
つ
の
機
能
を
遂
行
す
る
手
段
の
体
系
を
形
成
す
る
。

ま
ず
、
迎
鎖
の
第
一
の
環
は
国
家
的
独
占
の
形
成
そ
の
も
の
で
あ
る
ｐ
池
上
氏
は
こ
れ
を
、
国
家
的
独
占
の
中
心
と
も
言
う
べ
き
国

家
所
有
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
国
家
所
有
は
、
生
産
手
段
の
国
家
的
独
占
と
、
金
準
備
の
国
家
的
独
占
を
基
礎
に
し
た
貨
幣
的
手

段
の
国
家
的
独
占
、
の
一
一
つ
の
主
要
形
態
か
ら
桃
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
的
独
占
は
、
租
税
を
通
じ
て
の
丘
〈
器
・
物
品
調
達
の
よ

う
な
、
「
特
定
の
商
品
脳
入
の
特
殊
な
便
宜
の
国
家
的
独
占
」
（
八
四
ペ
ー
ジ
）
を
そ
の
「
付
屈
物
」
と
し
て
合
体
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
体
と
し
て
商
品
取
引
の
権
利
や
貨
幣
価
値
操
作
の
権
利
の
国
家
的
独
占
を
形
成
す
る
。
こ
の
国
家
的
独
占
は
独
占
利
潤
保
障
の
手
段

と
な
る
。

次
に
、
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5９ 
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
実
質
賃
金
の
操
作
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の
所
得
・
財
産
を
支
配
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
労
働
者
の
生
活

を
管
理
し
、
強
制
的
に
消
費
支
出
を
行
な
わ
せ
、
貯
蓄
の
、
由
を
喪
失
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
管
理
体
制
の
一
翼
を
に
な

う
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
国
家
的
独
占
が
競
争
の
手
段
と
な
る
こ
と
か
ら
く
る
競
争
の
激
化
そ
の
も
の
が
、
「
合
理
化
」
を
通
じ
て
労

働
者
の
技
能
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
、
失
業
を
生
じ
さ
せ
、
労
働
者
和
互
の
競
争
を
つ
よ
め
る
と
い
う
か
た
ち
で
労
働
力
管
Ⅲ
強
化
の
手
段

と
な
る
。
金
融
寡
頭
制
は
、
私
的
独
占
と
国
家
的
独
占
の
独
占
的
競
争
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
管
理
を
実
行
す
る
。
こ

う
し
て
、
国
家
的
独
占
に
よ
る
「
生
存
競
争
の
組
織
化
」
、
労
働
力
管
理
体
制
強
化
が
行
な
わ
れ
る
。

筆
者
は
前
稿
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
「
国
独
資
を
も
っ
ぱ
ら
戦
争
体
制
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
一
面
性
の
氏
Ｎ
身
に
よ
る
克

（
１
）
 

服
」
の
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
、
「
帝
国
主
義
は
…
…
戦
争
経
済
に
お
い
て
の
み
独
占
的
一
同
利
潤
を

（
２
）
 

確
保
で
き
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
」
と
の
認
識
か
ら
、
国
独
資
を
耶
覗
経
済
と
し
て
把
》
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
紬
来
、
爪
郡
と
そ

れ
ほ
ど
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
関
迎
を
も
た
な
い
国
家
の
孤
々
の
独
占
擁
謹
政
策
を
、
国
独
資
体
制
の
本
来
的
樅
成
部
分
と
し
て
位
置

（
３
）
 

付
け
る
こ
と
が
川
難
と
な
る
。
経
済
成
長
・
安
定
政
莱
等
は
「
戦
時
経
済
の
符
孤
手
段
の
逆
川
」
と
い
う
位
世
付
け
を
与
一
え
ら
れ
る
。

、
、

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
逆
川
」
は
戦
争
絲
済
そ
の
も
の
を
梢
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
戦
争
経
済
の
笹
Ⅲ
技
術
の
平
時
へ
の
応
川

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
叩
調
経
済
と
競
合
し
、
た
だ
加
取
経
済
の
も
た
ら
す
ひ
ず
み
を
迅
孤
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
国
独
資
Ⅱ
戦
争
経
済
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
そ
の
本
来
的
椛
成
部
分
と
し
て
包

摂
す
る
こ
と
は
や
は
り
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
氏
は
戦
争
経
済
自
体
の
意
義
付
け
に
お
け
る
力
点
を
、
そ
の
内
容
上
の
特
徴
（
戦
争
体

１
戦
時
経
済
か
ら
国
家
的
独
占
の
体
系
へ
の
展
附
の
も
つ
意
味

前
節
の
紹
介
で
川
ら
か
な
よ
う
に
、
池
上
氏
は
「
国
家
的
独
占
」
の
概
念
を
雑
川
に
し
て
国
独
資
を
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、

「
阿
家
的
独
占
」
の
迎
鎖
と
総
体
と
し
て
把
握
さ
れ
た
国
独
資
体
制
と
、
氏
が
国
独
資
の
本
来
の
姿
と
さ
れ
て
い
る
戦
争
経
済
体
制
と

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
池
上
氏
Ⅱ
身
は
こ
の
問
題
に
Ⅲ
示
的
に
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
の
検
討
か
ら
は

じ
め
よ
う
。

三
池
上
氏
の
所
説
の
検
討
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6０ 
制
・
戦
争
経
済
）
に
よ
る
も
の
か
ら
形
式
上
の
特
徴
（
統
制
経
済
）
に
よ
る
も
の
へ
と
移
行
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
事
支
出
、
軍
需

、
、

、
、

生
産
を
中
心
と
す
る
戦
時
経
済
で
は
な
く
、
戦
時
統
制
経
済
と
い
う
よ
う
に
統
制
に
力
点
が
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
統
制
経
済
は
戦
時

に
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
軍
事
経
済
と
い
う
内
容
を
離
れ
る
と
、
直
接
的
統
制
が
主
か
間
接
的
統
制
が
主
か
と
い
う

こ
と
以
外
、
平
時
に
お
け
る
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
と
形
式
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

前
著
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
で
は
、
「
国
独
資
体
制
に
お
け
る
も
っ
と
も
本
質
的
で
茨
木
的
な
要
素
は
、
経
済
的
に
は
、
高
水

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
４
）
 

準
の
耶
事
支
出
を
文
》
え
る
国
防
支
出
で
あ
」
ろ
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
同
氏
箸
『
日
本
の
国
家
独
占
資
本
主
義
』
で
は
、
「
国
家
独
占

茂
木
主
義
は
、
全
般
的
危
機
の
諸
条
件
の
下
で
、
資
本
家
階
級
の
階
級
防
衛
迎
動
と
し
て
の
『
国
民
経
済
合
孤
化
』
と
『
耶
事
化
』
の

（
５
）
 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
国
家
独
占
が
独
占
の
主
要
な
形
態
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
独
占
資
本
主
義
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
軍
事

化
は
、
国
民
経
済
合
理
化
と
い
う
必
ず
し
も
戦
時
に
の
み
特
有
と
は
い
え
な
い
要
因
と
並
置
さ
れ
、
国
家
的
独
占
の
拡
大
を
促
進
す
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
位
世
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
前
節
で
紹
介
し
た
論
文
で
は
、
『
継
済
の
政
治
化
』
に
よ
っ
て
、
独
占
体

が
相
互
に
鰯
兼
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
機
榊
が
肥
大
化
し
、
独
占
体
の
経
営
組
織
と
国
家
の
行
財
政
組
織
が
癒
着
し
、
こ
の
癒
着
し

た
組
織
に
よ
っ
て
産
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
が
促
進
さ
れ
、
こ
れ
に
照
応
す
る
住
民
管
理
の
体
制
が
発
展
す
る
と
き
、
こ
こ
に
国
家

独
占
資
本
主
義
の
発
生
を
み
る
」
（
六
五
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
、
国
防
文
山
の
よ
う
な
具
体
的
な
川
政
文
出
の
増
大
を
も
っ
て
国
独
資
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
軍
事
経
済
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
の
統
制
経
済
（
憤
接
的
・
間
接
的
統
制
）
を
も
っ
て
国
独
資
の
特
徴
と

規
定
す
る
こ
と
で
、
平
時
に
お
け
る
国
家
の
厭
々
の
経
済
へ
の
介
入
も
、
た
と
え
そ
れ
ら
が
戦
時
統
制
経
済
の
た
ん
な
る
逆
川
で
あ
っ

て
も
、
国
独
資
の
定
義
自
体
が
拡
張
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
独
資
体
制
に
無
理
な
く
包
摂
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
池
上
氏
の

い
わ
れ
る
、
国
家
的
独
占
の
連
鎖
の
総
体
と
し
て
の
国
独
資
は
、
統
制
経
済
と
し
て
の
国
独
資
と
等
置
し
う
る
。
こ
れ
を
池
上
氏
自
身

の
議
論
に
即
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
６
）
 

ま
ず
池
上
氏
自
身
が
、
「
私
的
独
占
体
の
営
業
活
動
の
個
々
の
側
面
が
、
統
制
と
い
う
形
の
国
家
独
占
の
形
態
へ
と
移
行
す
る
」
、
と

い
う
よ
う
に
一
般
的
に
国
家
独
占
と
統
制
を
等
潰
し
て
い
る
。
次
に
、
個
々
の
国
家
的
独
占
に
つ
い
て
池
上
氏
が
こ
れ
を
統
制
と
同
じ

意
味
で
用
い
て
い
る
例
を
み
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
「
賃
金
や
労
働
条
件
な
ど
の
統
制
は
、
営
業
活
動
の
一
部
分
と
し
て
の
賃
金
決
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国
家
的
独
占
を
池
上
氏
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
国
家
と
癒
着
し
た
私
的
独
占
も
し
く
は
国
家
に
管

理
さ
れ
る
私
的
独
占
で
あ
り
、
国
家
が
独
占
体
の
営
業
の
自
由
権
を
他
の
資
本
一
般
の
営
業
の
自
山
の
制
限
を
通
じ
て
排
他
的
な
も
の

と
し
て
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
形
式
と
し
て
は
私
的
資
本
一
般
に
対
す
る
規
制
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
実
際
は
独
占
体

の
利
益
を
擁
漣
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
独
占
体
の
た
め
に
国
家
が
経
済
に
介
入
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
経
済
を
統
制
す
る
こ
と
と

言
い
換
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
池
上
氏
は
「
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
の
特
徴
づ
け
を
、
『
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
と

い
う
一
般
的
次
元
に
求
め
た
り
、
国
家
と
独
占
と
の
紡
合
だ
け
に
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
何
ら
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
を
特
徴
づ

（
８
）
 

（
９
）
 

け
る
こ
と
に
は
な
三
ｂ
な
い
」
、
「
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
は
、
資
本
主
義
の
成
立
以
来
一
貫
し
て
存
在
し
つ
づ
け
て
き
た
」
、
と
し
て
、

「
国
家
独
占
盗
水
主
義
体
制
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
よ
う
な
『
国
家
の
絲
済
へ
の
介
入
』
の
特
徴
」
を
Ⅲ
題
と
す
る
。
そ
し
て
、

（
皿
）

『
凶
家
独
占
資
本
主
義
錘
川
』
で
は
、
「
帝
国
主
義
の
生
み
出
し
た
諸
矛
盾
の
資
本
主
義
的
解
決
形
態
の
集
大
成
」
と
し
て
の
帝
国
主
義
戦

争
お
よ
び
対
社
会
主
義
干
渉
戦
争
の
体
制
に
お
け
る
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
に
国
独
資
特
有
の
介
入
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
経
済
的
指
標

と
し
て
「
戦
争
体
制
発
展
の
経
済
的
指
標
で
あ
る
国
防
支
出
の
墹
大
」
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
独
資
的
介
入
は
内
容

的
に
特
定
さ
れ
て
い
た
。
国
独
資
の
定
義
に
お
け
る
強
調
点
が
、
戦
争
経
済
と
い
う
、
介
入
の
内
容
的
特
質
に
も
と
づ
く
も
の
か
ら
、

経
済
統
制
の
一
般
化
あ
る
い
は
国
家
的
独
占
の
一
般
化
と
い
う
形
態
上
の
特
徴
に
も
と
づ
く
も
の
に
移
行
し
て
も
、
そ
の
国
家
的
独
占

自
体
、
国
家
と
独
占
体
の
癒
着
一
般
、
結
合
一
般
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
池
上
氏
は
、
『
政
府
と
財
界
の
人
的
結
合
、
人
的
交
流
』

定
の
権
利
の
国
家
的
独
占
」
（
七
六
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
、
と
い
う
場
合
は
直
接
に
等
置
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
「
強
制
カ
ル
テ
ル
は
、

営
業
活
動
の
統
合
と
協
定
の
椛
利
の
国
家
的
独
占
」
で
あ
る
、
と
い
う
時
も
事
実
上
統
制
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
国
家
的
独
占
の
総
体
に
つ
い
て
、
池
上
氏
は
そ
の
述
鎖
の
三
つ
の
構
成
部
分
で
あ
る
「
国
家
的
独
占
体
を
中
心
と
し
た
商
品
・
貨

幣
取
引
の
権
利
の
国
家
的
独
占
、
独
占
的
協
定
の
法
認
、
労
働
者
の
労
働
条
件
と
生
活
条
件
決
定
の
権
利
の
国
家
的
独
占
」
を
そ
れ
ぞ

れ
レ
ー
ニ
ン
が
戦
時
国
独
資
Ⅱ
戦
時
統
制
経
済
の
特
徴
と
し
た
「
生
産
と
消
我
の
訓
雅
、
強
制
カ
ル
テ
ル
、
全
般
的
労
働
義
務
制
」
の

（
７
）
 

一
二
つ
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
国
家
的
独
占
の
体
系
が
統
制
経
済
の
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
池
上
氏
は
、
国
独
資
を
統
制
経
済
の
体
系
と
し
て
で
は
な
く
、
国
家
的
独
占
の
体
系
と
し
て
把
搬
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

し
か
し
、
池
上
庁

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
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6２ 

済はおい宮､着やれ、し光も
の、こけ以て組、・サＬ､~てＩ１ｌｌｉ具の池
休戦うろ上司識､結｜ョの格休で上
系時し国の国と合ピ資’'1ｋに例あ氏
と、て家点家いとス本格独とろが
し平、のか機かいの主をＩＬｉしう、
て時池経ら横ない(illi義も（illiて゜統
把を上済、のる神格的ち緒あし制
抵ＩｌＵ氏へ池独怠るや国、のげか経
すわのの上占|床か料家徴性らし済
るず国介氏体では金機税格れ、で
も巡独入のの機そを梢椛をて圧Ｉは
の展資の国経構れ魁のと反いまな
へす論休家営的［１超独独映るとく
とろは系的機に体す，Ｌｉ，Ｌｉさの独国
変’五｜前と独構癒’１りれ休利せは占家
化家著し占に着題ばの測る次休的
しにＩこてのよしをよ経突とのが独
てよおと体るて合い哲現すよ機占
いるいら系代いむの機のるう梢の
る狐てえと位るしで梢椛なな的連
と占戦なし￣とへあに利ら場に鎖
い休争おてやい半ろよがば合結と
えへ体しの機え官うろ合、で合い
よの制て国構る半が代へ体そあしう
う利・も独的の民、位翌しのるて形
・潤皿さ資癒かのとＬ、狐。ゆで

瀞淑
騨綴騨職
鵬､二三謹釜嚇蕊繩
占あ広なの的で,き'てて宅圭

途眺豊鷺響奎lM儘毒lM1奎
鑿亮鰐鮒雌竺荒を雇萄
なが危占的経営部たもな題
オフ、機の独営企分独ちい意
ち木の全占機業に，ｌｉ、。識
統論時,体休機のmillllliそに
ｌｉｌｌ又期にのの商入格のよ
経でにつ経､癒品さとMIj（ろ

か
ら
一
歩
す
す
ん
で
、
国
家
の
機
梢
と
独
占
体
の
機
構
そ
の
も
の
が
直
接
に
融
合
し
あ
う
」
（
七
三
ペ
ー
ジ
）
の
が
国
独
質
の
主
要
な

形
式
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
的
独
占
を
国
家
と
独
占
体
の
癒
着
一
般
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
国
家
と
独
占
体
の
関
係
が
、
人
的
結
合
か
ら
組
織
自
体
の
結
合
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
国
独
資
を
形
態
的
に
特
徴
づ
け
る

の
で
あ
り
、
国
家
的
独
占
の
連
鎖
の
総
体
と
し
て
の
国
独
資
は
そ
の
意
味
で
統
制
経
済
一
般
・
介
入
一
般
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
０ 

２
国
独
資
の
機
能
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6３ 

次
に
、
国
家
的
独
占
の
迎
鎖
的
体
系
と
し
て
榊
成
さ
れ
た
池
上
氏
の
国
独
資
体
系
の
内
容
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
国
独
資
の
機
能

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

③
右
で
み
た
よ
う
に
、
池
上
氏
の
国
独
資
の
体
系
は
い
ま
や
一
Ｍ
で
は
、
国
家
的
独
占
の
一
般
化
と
し
て
、
仙
而
で
は
国
家
的
独
占

を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
諸
機
能
の
総
体
と
し
て
、
形
態
と
機
能
の
二
側
面
か
ら
把
梶
さ
れ
う
る
。
前
節
２
の
「
国
独
資
の
特
徴
」
の
項

は
い
わ
ば
国
独
資
を
機
能
の
面
か
ら
特
徴
づ
け
た
議
論
で
あ
り
、
３
の
「
国
家
的
独
占
の
本
質
」
は
、
形
態
の
面
か
ら
特
徴
づ
け
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
４
の
「
国
家
的
独
占
の
述
鎖
と
総
体
」
は
形
態
と
機
能
の
か
ら
み
合
い
と
し
て
国
独
資
の
体
系
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
節
２
お
よ
び
４
を
中
心
に
検
討
す
る
。

国
独
資
の
機
能
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
三
つ
の
隙
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
第
一
は
、
特
別
免
税
描

置
、
補
助
金
支
出
、
融
資
、
産
業
基
継
整
備
投
資
、
物
資
・
兵
器
の
発
注
等
を
通
し
て
、
独
占
体
に
独
占
的
高
利
潤
を
得
さ
せ
る
と
い

う
機
能
で
あ
る
。
形
式
と
し
て
は
、
国
家
が
独
占
体
の
徴
業
の
目
、
を
排
他
的
に
法
認
す
る
と
い
う
形
を
と
ろ
も
の
と
さ
れ
る
。
池
上

氏
自
身
の
要
約
で
は
、
「
全
般
的
危
機
に
お
か
れ
た
独
占
資
本
主
義
が
経
済
の
政
治
化
を
通
じ
て
独
占
体
の
活
動
を
合
法
化
し
、
と
く

に
生
産
手
段
と
金
準
備
の
国
家
的
独
占
を
通
じ
て
租
税
を
私
物
化
す
る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
」
（
九
二
ペ
ー
ジ
）
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

節
二
に
、
国
家
へ
の
寄
生
に
よ
る
独
占
利
潤
の
独
得
の
保
障
と
い
う
右
の
節
一
の
機
能
は
独
占
体
の
技
術
導
入
と
設
伽
投
盗
を
促
進

し
、
重
化
学
工
業
化
と
産
業
諸
部
川
の
不
均
等
発
展
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
際
、
国
家
は
技
術
革
新
の
た
め
の
費
用
を
祇
極
的
に
負
担

し
て
こ
れ
を
推
進
す
る
。
こ
れ
は
と
く
に
箙
事
部
川
の
不
均
等
拡
大
を
促
進
す
る
。
こ
の
不
均
等
発
展
は
、
国
家
的
独
占
が
独
占
グ
ル

ー
プ
間
の
競
争
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
、
結
局
は
「
も
っ
と
も
強
力
な
独
占
体
の
利
益
に
合
致
」
（
八
三
ペ
ー
ジ
）
す
る
よ
う
に
機
能

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
一
に
、
不
均
等
発
展
に
よ
る
産
業
梢
造
の
急
激
な
変
化
は
、
労
働
力
編
成
に
お
け
る
高
い

流
動
性
を
要
求
す
る
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
国
家
は
労
働
力
流
動
化
を
お
し
す
す
め
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

公
共
投
資
を
通
じ
て
労
働
者
を
生
存
競
争
に
か
り
た
て
る
、
「
労
働
者
の
労
働
条
件
と
生
活
条
件
決
定
の
権
利
の
国
家
的
独
占
」
（
八
五

以
上
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
国
独
資
の
機
能
の
把
握
は
、
明
ら
か
に
、
戦
時
経
済
と
し
て
国
独
資
の
機
能
を
把
握
す
る
こ
と
と
同
一

で
は
な
い
。
前
節
で
紹
介
し
た
論
文
そ
の
も
の
の
中
で
も
、
１
の
「
国
独
資
の
発
展
過
漉
」
で
は
、
戦
時
統
制
経
済
を
国
独
演
の
主
柱

ペ
ー
ジ
）
が
存
在
す
る
。
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6４ 

正も一はい義にだ登与たで段ろ矛経にば済すと
事：た貫妥以的おけのＩＩｌえだは階国）百済生なのれさ
経ら’性当上解けの機独ら形そは家、-／過みらもばれ
済しを’性、決ろは能登れ態のョのが程出なと、て
に、もをｌ玉|形戦ずにのて上よ戦経帝にさいで独い
よ②つ久家態争でお定いでう争済国対･れはは占る
つ流てく的を経あけ義る戦な経過主しるずじ利が
て通い･独戦済るる｜とに時指済姪義て諸でめ潤、
圧過るｌＭＩｉＩＬｉ争の。変、す統摘にへ戦行矛あて保そ
迫私・訓とに優と化国ぎ制はおの争な盾るそ陣れ
さのそ経い求位とを家な経ない介、うの。のをと
れ面と済うめ性ろ意的い済さて入対か総な力は右
るかでを形、のが|床独・のれのす社Ｌ体ぜをじの
社らは’1］態第主、す，Lｉ街てみな会とをな完めよ
会は耶心上二張右ろの理お独わ主いとら全とう
資軍事にの次は｜とも－技、ら凸ち義うら、にすな
本需経し共人後みの般術､ず的戦干祝え池発ろ機
投品済て通戦辿たで化の、高争渉ﾌﾞｲ｜、上抑右能
資調は平'性後しよはと平直利経戦かと氏すのの
、達、時をも｜;|］うない時接潤済争らののる三把
教を①経媒１ｋ対１こいうへ的ををと出矛国、つ撫
育通生済介本化｜玉｜･形のな碓国し発盾狐とのが
、じ産をに的さ家国態応戦保独てしの資い国ど
社て過もしにれ的家的）11争で資解、総論う独の
会の漉含てはて独的な、経き体決独体はよ資よ
保独にむ戦そい占独１１１'１国済る制さ占に、うのう
|嘩占対１玉｜争れろを占、家の段とれ段対先な機に
な利し独経がよillIlのか的機階しざ階しに指能蕊
ど潤て資済貰うに成ら独能こてるにて指摘は合
の獲はのと微にし長の占はで把をつ、燗が、す
I【ｉ得ｉｌＸ休平す見ては規の、あ握得いどしと平る
でを事系時ろ受展、定一平るすなてのたれ時の
の可技を’五｜とけ｜)'１戦が般’１０とるいは様よら経か
ひ能術考独ざらさ争jllll化経さととそなうの済｜ﾘ｣
ずに６Ｍえ資れれれ経えへ済れいいの’性に｜幾に暗
みす発ろのろるた済ら統にてうう諸格可能おで
をろをと機氏・池をれfljllおいも熱矛の資のいは
解と挺い能の帝上実た経けたの水屑国本そてな
梢い子・うを認ｌＩｉｌ氏現こ済るかで認の家主れはい
すうと点並識主のすとの国らあ識総権義ぞ充・
ろ機すで置に雑談ろは－独でつに体力的れ分池
役能るはざ変段論乎、般資あた文へが生Ｉとに＿[：
；!;リを合、れ史階で段本化のる゜つ三、産ｕｌ」機氏
をも１１Ｍ前るがのはの来一機･そて大ど関し能の
采つ化粁こ表諸、拡、と能とし、なの係てし本
す。とのとりｊ矛’五｜大たいとこてといよかなえ来
と平搾力・はさ）面独をだう北ろ、れしうらさずの
と時取が論れの盗意ち優世が帝に四な不れ、議
で経強むⅢ１１てｒｌｆの１球に位さ、国対･大干可な戦論
ｆＦ済化し的い本機すＩ玉Ｉ性れこ主応主渉避け争か
事はをろにな主能ろ独を、と義す要を的れ経ら
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6５ 

池
上
氏
は
二
つ
の
点
か
ら
こ
れ
を
説
明
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
「
独
占
価
格
の
設
定
が
、
社
会
的
な
諸
階
晒
間
の
利
害
対
立
を
激
化
さ

せ
る
が
故
に
こ
そ
、
例
え
ば
、
営
業
認
可
権
や
料
金
決
定
権
の
国
家
独
占
と
い
う
形
で
独
占
体
の
利
潤
保
障
と
経
営
活
動
の
円
滑
化
が

（
焔
）

は
か
ら
れ
る
」
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
換
一
一
一
口
す
れ
ば
「
独
占
体
と
他
の
社
会
屑
と
の
矛
盾
を
（
国
家
と
の
結
合
に
よ
る
ｌ
筆
者
）
企

（
、
）

業
内
の
組
織
性
の
強
化
と
他
の
社
会
烟
の
負
担
と
艤
牲
に
お
い
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
」
た
め
に
、
国
家
と
独
占
体
の
組
織
的
結
合
が

生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
独
占
の
形
成
と
そ
の
国
際
的
規
模
で
の
競
争
が
、
大
会
社
の
倒
産
を
単
な
る
一
企
業

の
私
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
逆
に
、
国
家
的
規
棋
で
の
『
資
本
主
義
的
支
配
秩
序
の
危
機
』
た
ら
し
め
、
こ
の
危
機
に
国
家
権
力
が
対

処
す
る
仕
方
は
、
破
局
に
直
面
し
た
大
会
社
の
『
営
業
の
自
由
権
』
を
排
他
的
に
法
認
し
て
、
住
民
の
営
業
椎
を
制
約
す
る
過
程
と
し

（
妬
）

て
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
点
の
国
家
的
独
占
の
形
成
の
必
然
性
（
統
制
経
済
、
国
家
の
経
済
へ
の
介
入
の
必
然
性
）
は
、
い
ず
れ
も
た
だ
ち
に
は
筒

肯
し
が
た
い
。
第
一
の
根
拠
の
よ
う
に
、
盗
本
の
行
動
が
社
会
諸
階
層
の
利
害
の
対
立
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
国
家
の
介
入
が
必
然
化

さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
理
由
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
資
本
の
活
動
一
般
に
つ
ね
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
独
占
価
格
の
設
定
の

み
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
か
り
に
独
占
価
格
設
定
に
よ
る
利
害
対
立
が
著
し
い
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
介
入
を
必
要
と
す
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
独
占
段
階
全
般
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
り
、
独
占
段
階
の
中
で
と
く
に
特
定
の
時
期
以
降
に
介
入
が
著
し
く
な

る
と
い
う
事
実
と
合
致
し
な
い
。
独
占
価
格
の
設
定
を
起
点
と
し
て
、
国
家
の
介
入
を
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
社
会
階
層
間
の

経
済
を
補
完
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
国
家
的
独
占
の
発
展
は
こ
う
し
た
体
系
に
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ

こ
れ
ら
の
軍
事
経
済
を
中
心
と
す
る
国
独
資
の
機
能
を
実
現
す
る
手
段
の
拡
大
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
池
上
氏
が
国
独
資
の
形
態

的
側
面
か
ら
の
定
義
を
菰
視
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
氏
の
国
独
資
Ⅱ
戦
争
経
済
と
い
う
本
来
の
議
論
と
現
実
の
国
独
資
（
と

く
に
第
二
次
大
戦
後
の
、
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
以
外
の
先
進
資
本
主
義
国
の
現
実
）
と
の
差
異
を
、
現
実
に
即
し
て
理
論
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
で
解
消
さ
れ
よ
う
と
す
る
試
み
の
表
わ
れ
と
言
え
よ
う
。

⑪
そ
こ
で
次
に
池
上
氏
の
提
示
さ
れ
る
国
独
資
の
機
能
体
系
に
沿
っ
て
そ
の
連
鎖
の
個
々
の
環
に
つ
い
て
の
問
題
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
第
一
の
灘
は
独
占
体
の
国
家
へ
の
寄
生
化
、
国
家
的
独
占
の
独
占
利
潤
保
障
機
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
発
生

の
必
然
性
が
問
題
と
な
る
。
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節
二
の
、
独
占
体
の
破
雌
の
社
会
的
影
響
が
大
き
い
た
め
、
国
家
に
よ
る
破
産
救
済
の
措
置
と
し
て
国
家
的
独
占
が
発
生
す
る
と
い

う
論
拠
に
し
て
も
、
独
占
体
の
破
雌
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ず
る
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
が
一
般
化
す
る
の
か
全
く
不
明
確
で
あ

る
。
独
占
体
は
、
そ
の
独
占
的
支
配
力
の
た
め
、
恐
慌
・
不
況
の
過
程
に
強
い
抵
抗
力
を
有
し
、
簡
単
に
倒
産
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

過
剰
資
本
を
可
能
な
か
ぎ
り
洲
存
し
た
ま
ま
で
こ
れ
を
の
り
き
ろ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
企
業
の
倒
産
を
国
家
の
経
済
過
湿
全

般
へ
の
大
規
模
な
介
入
の
論
拠
と
す
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
国
独
宜
は
、
個
々
の
破
産
企
業
の
救
済
策
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
独
占
体
の
生
み
出
す
経
済
的
諦
矛
屑
と
そ
の
発
現
を
全
休
と
し
て
把
掘
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

矛
盾
の
激
化
に
至
る
ま
で
に
は
多
く
の
班
論
的
中
間
項
を
必
要
と
す
る
。
池
上
氏
は
歴
史
的
過
程
と
し
て
は
、
「
国
家
的
独
占
が
戦
争

と
大
恐
慌
と
い
う
一
般
的
環
境
の
も
と
で
不
断
に
成
長
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
で
は
、
余
り
に
も
一
般
的
な
論
拠

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
池
上
氏
は
国
家
的
独
占
の
発
生
の
必
然
性
、
い
い
か
え
れ
ば
国
独
資
の
発
生
の
必
然
性
を
、
一
方
で

は
帝
国
主
義
段
階
の
諸
矛
盾
の
集
中
的
発
現
で
あ
る
帝
国
主
義
戦
争
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
で

は
こ
こ
に
兄
ら
れ
る
よ
う
に
、
具
体
的
・
歴
史
的
な
体
制
的
危
機
と
の
関
わ
り
ぬ
き
で
、
或
は
独
占
溢
水
の
か
か
え
る
経
済
的
諸
矛
盾

の
理
論
的
把
握
ぬ
き
で
説
か
れ
よ
う
と
す
る
。
氏
は
、
こ
の
後
者
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
氏
は
、
『
国

家
独
占
溢
水
主
義
論
』
以
降
、
二
つ
の
力
向
で
議
論
を
股
洲
さ
れ
た
。
「
一
つ
は
、
仙
界
経
済
と
日
本
経
済
の
川
突
を
主
と
し
て
財
政

面
か
ら
分
析
し
て
み
て
、
危
機
と
旧
独
盗
の
関
辿
を
総
体
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
右
で
み
た
後
者

の
立
場
、
「
国
家
的
独
占
の
概
念
の
発
生
史
を
財
政
専
売
と
の
関
述
で
つ
か
み
な
お
し
、
大
会
社
や
、
国
家
財
政
の
危
機
に
反
映
さ
れ

（
旧
）

ろ
全
般
的
危
機
と
囚
独
盗
と
の
関
述
を
つ
か
も
》
つ
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
は
本
来
、
全
般

的
危
機
と
国
独
資
の
関
連
と
い
う
一
つ
の
問
題
を
め
ぐ
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
比
倫
的
に
一
一
一
一
口
え
ば
マ
ク
ロ
か
ら
の
接
近
と
ミ

ク
ロ
か
ら
の
接
近
と
い
え
よ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
池
上
氏
の
場
合
と
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
力
法
的
に
繋
合
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

な
い
。
一
方
は
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
戦
争
と
大
恐
慌
と
い
う
資
本
主
義
体
制
の
危
機
に
対
し
て
、
資
本
主
義
の
質
を
維
持
し

た
ま
ま
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
に
、
国
家
の
経
済
過
程
へ
の
介
入
が
拡
大
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
出
た
」
（
六
四
ペ
ー
ジ
）

と
大
恐
慌
と
い
う
一
般
的
ｍ

を
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

な
い
だ
ろ
う
か
。
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必般化のくいと諾の時定こかに〈般本大でと
然的、矛、もし矛際にざれつ帝こ、的独質会はし
性なま１両社のてⅢＦ１、おれをた国う識ｌ７ｈｌｉを社戦て
論｜玉’たか会と、-／｜ｕこけて国こ主し論盤資,慢の〈|｢’、
と独独ら諸考把握れるい家と義たのに本性競と戦
並資占説階え握とを｜Jilるのに戦論次お王不イトの可１．
世の体か屑らさ｜;Ⅱ’慢家・介あ争〕111元い義況関かや
さ必’'１１れⅡliIれれ反'性のし入ると的のてのに係か大
れ然のるのててす不極かを。い不差と危みのわ恐
ろ性競こ矛いおる況々し要独う統にら機てなり慌
・論争と）百るり･のの、iil1i，11具一すえを、かをの
どが↓とのの、すよ独そす段休がぎる戦不に’１］よ
ち、破な激で資なう’L「のる階的生なと争況｜玉｜心う
ら帝殴る化あ本わな擁後独で発ずいいや克独とな
も国救。なる主ち資謹の立も現るもう恐服資し、
独主済しり。義、本政氏のな形原のこ慌策のて独
占義措か、し１１]：氏蓄莱の契お態因でとなの必一占
段戦慨も独た化は積を議機資ではあはどな然国体
階争の、占が産帝にIIl論と木把、ろ、のか’性独の
に↓必と体っ過｜玉｜お家のみ欝握池・そ兵にを資雄
お戦要れのて漉主け的展ず職し＿上しれ休国みのみ
け瓠、ら破、に義ろ狐Ｉ)'１、に、氏から’119独て成｜Ⅱ
ろ経とがｊ莱平つ段矛占はす伴そがしが形資ゆ⑯立す
諸済さ皿の時い階盾の、でうの、、正態のＬ－￣を諸
矛とれ論登にてのの一ｍ：に矛根独池しに必こ説矛
１両しど的本おは矛発般接確）面底占止くＩｌｌｊ然うぐｌｉＩＴ
をてち１１二’主け、屑現化的立のに殿氏関し性ともの
資のら｜町義るそ在へとなさ主あ階の述てをすの具
本国も項社国の上のし爪れ要るの場さとみるで休
蓄独国な会家矛部国てｚｌ１:てな独諸合せらるもあ的
積資家し秋の盾'1脚家把経い発占矛はらえ考のり発
過、のに序介は造の握済ろ現的盾これるえで、現
程と介、に入［｜と対しのｊ１Ｉ形資のれると力痴あ他形
まい入独与は動の応よみ事態本総らないＬ￣ろ力･態
でうを占え、灼かとうな経の蓄体がらうと・はと
下き必価るり1１（にかしとら済一積を並ばこ対こ、の

向わ然格影占解わてすずのつの'''川方と微の宗ili
淫“iii案婆二iii鰄孫重言讐瀦菫貢薯起わ

蝿;鰭襄蝿蝿鰄職溺耀
れ・うに|な的の矛氏つ況応に下がの呼の｡（キず本
な特き間りlilSI介）酉のも対用つＩｉＵらみぶ競
か妹わのと難入な帝の策さいし、でべ争司れま
長翌零型ILJ;<Pii1℃里勇琴碁石mft彗毫麗套婁池
二1ｉＭ羨二晉昊讓是翔整警堯｡二声鱗
の資的の元はし矛階。、と氏れだはう機も議
帰の一激でなな１面のそ平想はなちな－の、論
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Ｕ８ 
紬
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

次
に
、
池
上
氏
が
、
国
独
資
の
機
能
連
鎖
の
第
二
の
環
と
さ
れ
る
、
「
独
占
体
の
競
争
手
段
」
と
し
て
の
国
家
的
独
占
の
機
能
と
産

業
諸
部
門
の
不
均
等
発
展
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

国
家
的
独
占
は
、
「
危
機
に
直
耐
し
、
破
産
に
瀕
し
た
独
占
体
の
『
対
応
』
の
一
形
態
」
（
七
六
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、
破
産
救
済
の
措

置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
成
立
し
た
国
家
的
独
占
は
「
そ
れ
自
身
が
一
箇
の
私
的
独
占
体
と
し
て
、
独
占
グ
ル
ー
プ

間
の
競
争
の
手
段
と
な
り
、
金
融
寡
蚊
支
配
の
内
部
闘
争
の
重
要
な
環
を
形
成
」
（
八
三
ペ
ー
ジ
）
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
あ
る
い
は

ま
た
、
金
融
寡
頭
制
の
場
合
、
「
と
く
に
私
的
独
占
と
国
家
独
占
の
競
争
の
形
を
と
っ
た
独
占
体
相
互
の
競
争
が
普
遍
的
に
存
在
」
（
七

七
’
七
八
ペ
ー
ジ
）
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

独
占
利
潤
保
障
の
手
段
で
あ
る
国
家
的
独
占
が
独
占
的
競
争
の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
、
金
融
寡
頭
制
内
部
で
は
「
競
争
手
段
の

発
展
に
よ
る
動
揺
の
激
化
」
が
生
じ
、
ふ
た
た
び
、
独
占
利
潤
独
得
の
困
靴
と
「
破
産
に
瀕
し
た
独
占
体
」
の
発
生
を
み
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
一
睡
の
恕
循
理
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
悪
循
環
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
国
家
的
独
占
の
競
争
手
段
機
能
だ
が
、
し
か
し
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
し
て
い
く
手
段
を
提

供
す
る
の
も
国
家
的
独
占
の
競
争
手
段
機
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
的
独
占
を
軸
と
す
る
独
占
的
競
争
の
激
化
は
合
迎
化
を
促
進

し
、
失
業
や
労
働
技
能
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
労
働
者
の
生
存
競
争
の
激
化
を
も
た
ら
し
、
労
働
力
管
理
を

容
易
に
す
る
。
労
働
力
管
理
は
、
剰
余
価
値
生
産
の
条
件
を
整
備
し
、
独
占
体
が
高
利
潤
を
雄
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
時
代
の
独
占
的
高
利
潤
と
体
制
の
維
持
の
究
極
の
問
題
は
、
…
…
労
働
力
管
理
問
題
」
（
八

四
ペ
ー
ジ
）
に
帰
着
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

右
の
よ
う
な
、
国
家
的
独
占
の
、
競
争
の
手
段
と
労
働
力
管
理
の
手
段
と
い
う
二
面
的
機
能
を
産
業
の
問
題
に
即
し
て
具
体
的
に
考

え
る
と
、
産
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
の
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
的
独
占
は
独
占
体
に
利
潤
を
保
障
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
保
障
は
独
占
体
間
の
競
争
に
よ
っ
て
各
産
業
に
不
均
等
に
配
分
さ
れ
る
。
独
占
的
競
争
の
圧
力
と
不
均
等
な
利
潤
保
障
は
「
独
占
体

の
技
術
導
入
と
設
備
投
資
を
促
進
し
、
集
積
・
集
中
を
す
す
め
、
重
化
学
工
業
化
と
産
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
を
…
…
大
規
模
に
促

進
」
（
六
七
ペ
ー
ジ
）
す
る
。
産
業
諸
部
門
の
不
均
等
発
展
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
労
働
力
の
再
編
成
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
「
労
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7０ 

に；れ理策国て提で激が機で

蕊鰯雛kli1談
ま崔健そ撃墓識宗箆慕菫満玉這1111,ｈ
だすの存通与識行ひ体とjiuMて、段上

i1l灘蝿騨ililii蝋

；蝋鱗l
jimmへあ゜管、な‐寡るなク段護る能

鮒鯨蝿灘の￣をシが弓は重禰漂'主さ荒芋重諜

蹴:董繊尻彫臓馬蘂
瞳雲騨閃職総三iii讐
騨韮iiiMi蝋１１
二Cij三JＭ澱占が的にみ独に

鮒:1鰄隣：ｉｉ
撫脳瓢窒鵬鯰
か力）けしもるじのるイ丁能の競、生
ら楢産Ｌと。め手と効を生争労さ
、1111のか労一段とな果存そ似せ
労の減ら伽定とに手し競の力ろ
伽手イｌ１１ｉ生力のしよ段たイトも管も
力殿！ま管政てつをのをの理の

衙
孤
の
手
段
と
な
る
。

最
後
に
、
社
会
保
障
制
度
、
教
育
制
度
、
公
共
建
物
、
都
市
交
迦
、
公
衆
衛
生
、
等
々
は
「
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
労
働
力
に
と
っ
て

…
…
切
実
な
生
存
の
た
め
の
前
提
と
な
り
…
…
こ
れ
ら
の
労
働
力
再
生
産
の
条
件
を
管
理
し
統
制
す
る
こ
と
が
、
労
働
力
管
孤
政
策
の

重
要
な
一
環
に
蝋
化
す
る
」
（
六
八
ペ
ー
ジ
）
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
池
上
氏
は
、
国
独
資
の
目
標
た
る
独
占
的
商
利
潤
と
体
制
維
持
は
究
極
的
に
は
、
労
働
力
将
班
問
題
に
帰
着
す
る
と
ざ
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7１ 

こ
う
し
て
、
池
上
氏
の
国
独
資
論
か
ら
は
、
独
占
の
戒
而
す
る
深
刻
な
「
実
現
問
題
」
は
欠
落
し
、
賃
金
低
下
に
よ
る
剰
余
価
値
生

産
条
件
の
整
備
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
池
上
氏
は
「
実
現
問
題
」
か
ら
国
独
資
に
接
近
す
る
こ
と
を
、
慢
性
不
況
を
想
定
し
て
国
独

盗
の
必
然
性
を
論
ず
る
こ
と
と
同
一
視
さ
れ
、
「
本
来
、
資
本
主
義
的
再
生
産
は
、
上
部
枇
造
か
ら
の
介
入
な
し
に
で
も
、
そ
れ
自
身

が
市
場
を
拡
大
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
と
い
う
法
則
」
が
あ
る
も
の
と
し
、
こ
の
「
法
則
を
み
と
め
た
上
で
、
な
お
、
国
家
の
経
済
へ
の

介
入
の
増
大
」
を
説
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
拡
大
再
生
産
の
一
般
的
法
則
は
独
占
段
階
に
お
け
る
こ
の
法
則

の
特
殊
な
貫
徹
の
仕
方
（
慢
性
不
況
に
み
え
る
ほ
ど
の
実
現
問
題
の
困
難
さ
）
を
否
定
し
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
同
じ
論
法
で
、

本
来
、
資
本
は
そ
の
蓄
秋
欲
求
を
阻
霄
し
な
い
範
州
内
に
賃
金
を
抑
制
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
も
一
一
一
一
口
い
得
る
こ
と
に
な
る
。

現ト管界ちと生素現、かくiＩすれ
,１１低］１Ｍづ賃池と藤はのしののる
題下のけ金上ろ条独条、しかが
Ｌに強る抑氏に件占件一わど、
がよ化も圧がその体一般番うこ
狐ろをのお、の製にＩとにせかの
占競魁だよ国lllMlliはあ独Ｌと点
利争定とび独目Ｌとる占といに
潤力す認労資がとくの体しうつ
准強ろ識伽のあいにでのてこい
得化のさ力独るう稀あ高司とて
のにでれ流占○よ薄ろ利剰でま
大あなて動利りで○潤余あず
きるくい化潤もあ賃准イilliる疑
なと、ろ政保、ろ金得値。’１Ｉ
隙も狐と策障．○のを生とが
害受占論に機スか高困産れ生
でけ的理求能トリ水難のにず
あと競的めを低に準に条つる
るれ争にら先下、あす件いの
こるかはれ極に狐るるのては
と。ら受る的よ占い要整の、
がしこけこにろ’'１９は因Ｉ１１１ｉＵＩｌ独
認かれ収とは競競労はｌ－Ｗｌｆ占
識しをらは労争争側、ヘな体

嘉壱渓菫ii型宝笙Ni梨illiiiilE
ijwj弓毒誓蕊籍ぞ湧腰鯨
なうろなえ体を合困の－い労

!i滅溌鍬
いの、賃的剰条ろ余巴で○占
が前氏金高余件場Iilliに’ル先的
、提のの水Ｉ１１１ｉＬ合値あ定に戸「
池と言高１１１k値をでがるさも利
上しわ，,鴬こ生有も生とれみ潤
氏てんへそ旅利、産いてた漣
は狐とのが条なそさういよ得

班$繩騨糠奏
示とこし洲I111iよ剰いむぎ-丁の
ざつろて雄、う余としな独Ｉｌｆ在
れては労得すと(llliいろい占路
てヨコ働在なす｛１１１う弓。的を
い実スカ限わろの要実、し競な

な
い
０ 
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7２ 

ものな流な発のに係かば
なに｜池<動け生競よ陣らこ池
い的上、化れし勢る等成の上
・を氏流をばなに狐はるＩＭＩ氏
達が動促独い大占こが趣の
収こ化進占とき的れ、をい
しとにす体いな競をそ解わ
えでとるはう変争補の決れ
ないも要労も化のいうでる
いわな囚働のを０１促ちき第
とれうに力でも進進妓な三
いるひす櫛もたをすもかの
うよずぎ〕ll1なら国ろ】ｉｌｌｉつ機
ＷＩｉうみながいす独要木た能
絡なのいで・も資因的の・
の’１１］是。きイののになだ労
も接正岐なンで重すもろ働
の的、後いうば要ぎのう力
でな労のとレなななはカユ管
は労働社か１い機い、と理
な働力会、シし能・独いに
い力の保杵ヨ、と池，1Ｊうつ
゜符，保障しンまさ上'''9点い
しⅢ全やくにしれ氏競でて
た体を教｜ｲ１ってろはイトあ次
が(|jll行育難い国が国とるに
つはな等にて家、まそ・問
て、うはなものこ的れ先題
、金に、る同介れ杣に｜とに
金融すそと様入も占よみな
ＩＭＩ寡ぎれいのが先にるたる
盗頭な目うこなによ合よの
本｛lillい身ととけ検るJIUうは
とに。がとがれ計司化に、
国と労はいばし競促、金
家つ伽なえ競た争進労融
のて力いる争よので鋤寡
癒、の。。↓う組あ力頭
着国流イつ今に織り管制
の家動ンま理、化、理は
鮫のイヒフリ化金ニイの国
終介をし、↓剛をン手家
目入つ１イ労寡主フ段の
標をくシン側頭張レは介
とまりヨフ者制さ’三入
さた出ンレの内れシつを
れなすは｜生部、ヨのま
るけも労シ〉存の国ングた
もれの伽ヨ競独家やノレな
のばでカン争占の社｜け
でそはのがが間力会プれ

（
１
）
拙
稿
「
池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
一
検
討
」
（
一
橋
論
叢
、
八
○
巻
四
号
）
六
七
ペ
ー
ジ

（
２
）
池
上
惇
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
有
斐
悶
、
一
九
六
五
年
、
九
○
ペ
ー
ジ

（
３
）
戸
原
四
郎
氏
は
こ
の
点
を
「
戦
時
経
済
統
制
を
平
時
に
も
兄
川
そ
う
と
し
て
、
池
上
惇
教
授
は
現
代
財
政
で
の
旧
防
践
支
出
に
よ
る
独
占
利
柵

の
保
障
を
強
洲
し
て
い
る
が
…
…
そ
れ
は
現
代
財
政
の
特
虹
を
部
分
的
現
象
に
よ
っ
て
一
面
的
に
把
握
す
る
と
同
時
に
、
全
般
的
危
機
を
祁
需
瀧
業

の
利
潤
問
題
に
倭
小
化
す
る
主
張
で
あ
る
」
（
大
内
力
編
『
現
代
の
景
気
と
恐
慌
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
）
と
批
判
さ
れ
て
い

ろ
。

（
４
）
 

（
５
）
 

（
６
）
 

池池池
｣二上上
惇惇惇

『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
、
八
六
ペ
ー
ジ

『
日
本
の
国
家
独
占
主
義
』
汐
文
社
、
一
九
六
九
年

「
国
家
独
占
盗
本
主
義
と
独
占
価
格
」
『
経
済
論
叢
』
（
京
大
）
節
一
○
四
巻
鈍
－
号
、
二
ペ
ー
ジ

Hosei University Repository



7３ 

池
上
氏
の
国
独
資
論
に
つ
い
て
の
、
筆
者
の
前
稿
で
の
検
討
の
一
つ
の
結
論
は
、
国
独
資
を
戦
争
経
済
と
み
る
氏
の
見
解
の
背
後
に

は
、
独
占
段
階
に
お
け
る
諸
矛
盾
を
主
と
し
て
上
部
椛
造
と
の
か
か
わ
り
で
把
握
し
、
独
占
的
資
本
蓄
積
と
そ
の
経
済
的
矛
盾
を
充
分

把
握
さ
れ
な
い
、
と
い
う
氏
の
国
独
資
論
の
方
法
上
の
問
題
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
た
池
上
氏
の
国
独
資
論
は
、
一
方
で
は
、
戦
時
統
制
経
済
を
国
独
資
の
本
来
の
姿
と
主
張
さ
れ
る
点
で
は

従
来
の
氏
の
見
解
の
延
長
上
に
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
へ
事
実
上
国
独
資
は
戦
時
・
平
時
を
問
わ
ず
等
質
の
も
の
と
し
て
一
般
化
す

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
見
解
と
の
間
に
差
異
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
、
氏
の
議
論
の
展
開
の
基
軸
と
な
っ
た
の
が
、
国
家
的

⑮
）
同
前
、
二
九
七
ペ
ー
ジ

（
四
）
同
前
、
二
九
八
ペ
ー
ジ

（
別
）
同
前
、
二
九
八
ペ
ー
ジ

（
Ⅳ
）
池
上
惇
、
前
掲
『
現
代
資
本
主
義
財
政
論
』
二
九
七
ペ
ー
ジ

（
焔
）
池
上
惇
、
前
掲
「
国

（
随
）
同
前
、
一
一
ペ
ー
ジ

（
ｕ
）
同
前
、
一
○
九
ペ
ー
ジ

色
）
池
上
惇
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
争
』
青
木
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
○
九
ペ
ー
ジ

（
⑫
）
同
前
、
五
九
ペ
ー
ジ

五
）
池
上
惇
『
現
代
資
本
主
義
財
政
論
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
五
九
ペ
ー
ジ

（
９
）
同
前
、
八
三
ぺ
－

（
、
）
同
前
八
三
ペ
ー
ジ

（
７
）
柿
本
国
弘
氏
も
、
池
上
氏
の
国
家
的
独
占
が
、
政
府
の
経
済
政
策
一
般
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
『
国
家
独
占
』
と

国
家
資
本
主
義
」
『
岐
阜
経
大
論
集
』
第
八
巻
第
二
号
、
参
照

（
８
）
前
掲
、
池
上
惇
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
八
五
ペ
ー
ジ

（
９
）
同
前
、
八
三
ペ
ー
ジ

匹

「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
独
占
価
格
」
二
ペ
ー
ジ

Hosei University Repository



7４ 
独
占
で
あ
る
。
氏
は
国
家
的
独
占
の
連
鎖
と
総
体
と
し
て
国
独
資
を
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
体
系
は
、
基
本
的
に
は
戦
時
統
制

経
済
の
形
式
を
一
般
化
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
独
占
的
資
本
蓄
積
の
直
面
す
る
経
済
的
諸
矛
盾
は
把
握
さ
れ
な
い
。
形

式
と
し
て
戦
時
統
制
経
済
の
枠
組
み
を
踏
襲
さ
れ
、
機
能
に
つ
い
て
は
独
占
体
の
経
済
的
諸
矛
盾
の
分
析
を
欠
如
し
た
ま
ま
議
論
が
展

開
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
氏
の
国
独
資
論
へ
の
疑
問
が
生
ま
れ
る
原
因
が
あ
る
。

以
上
で
は
池
上
氏
の
所
論
に
対
す
る
筆
者
の
率
直
な
疑
問
を
述
べ
て
き
た
が
、
氏
の
豊
富
な
現
実
認
識
と
実
践
的
態
度
か
ら
多
く
の

も
の
を
学
ん
だ
こ
と
を
最
後
に
付
記
し
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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